
   
新
年
を
迎
え
る
楽
し
み
は
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
続
く
と
き
め
き
を

覚
え
る
ひ
と
と
き
で
す
。
新
年
を
言
祝
ぐ
行
事
の
中
に
お
の
ず
と
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
新
春
を
皆
様
ご
平
安
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
、
三
宝
院
開
創
九
百

年
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
す
で
に
、
三
宝
院
庭
園
の
修
復
、
純
浄
観
の

修
理
、
枕
流
亭
、
松
月
亭
、
新
居
間
各
お
茶
室
の
改
修
と
記
念
事
業
も

完
了
し
、
十
一
月
二
十
三
日
の
開
創
法
要
の
準
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

共
々
に
、「
祖
山
帰
一
」
と
「
法
流
顕
彰
」
の
真
心
を
結
集
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

平
安
時
代
、
大
き
な
時
代
背
景
を
受
け
る
中
、
〝
祈
り
〟
を
中
心
と

し
て
醍
醐
寺
は
開
創
さ
れ
ま
し
た
。
都
が
京
都
に
遷
都
さ
れ
、
羅
生
門

を
中
心
に
東
寺
と
西
寺
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
を
取
り
囲
む
よ
う

に
寺
院
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
大
覚
寺
、
仁
和
寺
な
ど
も
そ
の
一
環
と

し
て
官
立
的
な
寺
院
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
醍
醐
寺
は
、
こ

れ
ら
の
寺
院
と
ち
が
い
、
聖
宝
理
源
大
師
が
心
に
描
い
た
〝
祈
り
の
世

界
〟
の
も
と
、
私
寺
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。
聖
宝
理
源
大
師
は
、

東
大
寺
で
出
家
し
三
論
、
法
相
、
華
厳
を
修
め
そ
し
て
師
僧
で
あ
る
真

雅
和
上
を
通
し
て
弘
法
大
師
を
深
く
思
慕
し
、
無
量
寿
法
を
受
法
さ
れ
、

真
言
密
教
の
修
行
に
励 

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
中
心
に
、
東
大
寺

東
南
院
を
開
創
し
、
三
論
教
学
の
中
心
寺
院
と
し
、
真
言
密
教
の
伝
承

寺
院
と
す
る
こ
と
、
代
々
の
院
主
は
ご
自
身
の
門
葉
か
ら
務
め
る
事
を

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
是
の
流
れ
か
ら 

醍
醐
寺
は
、
開
創
よ
り
百
年
、
十

代
の
間
座
主
は
東
大
寺
に
深
い
関
係
を
持
つ
方
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
代
か
ら
は
、
天
皇
家
、
お
よ
び
村
上
源
氏
に
ご
縁
深
い
方
が
座
主

を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
ひ
と
り
、
第
十
四
代
勝
覚
座
主
に
よ
っ

て
永
久
三
（
一
一
一
五
）
年
十
一
月
二
十
五
日
に
三
宝
院
は
開
創
さ
れ

ま
し
た
。
勝
覚
座
主
の
師
匠
に
当
た
る
定
賢
、
義
範
、
範
俊
に
師
事
さ

れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
三
師
の
法
脈
を
統
一
し
三
宝
院
流
と
し
、
座
主
住

坊
も
三
宝
院
と
定
め
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
宝
院
は
、
法
流
の
本

拠
と
し
て
灌
頂
院
を
中
心
と
し
て
、
礼
堂
、
経
蔵
、
宝
蔵
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
仏
道
部
分
と
、
寝
殿
、
護
摩
堂
、
持
仏
堂
、
湯
屋
な
ど
の
住
房
部

分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
宝
院
勝
覚
座
主
の
法
流
は
、
定
海

座
主
に
引
き
継
が
れ
、
以
後
、
三
宝
院
流
、
理
性
院
流
、
金
剛
王
院
流

の
醍
醐
三
流
の
中
で
も
、
三
宝
院
は
中
核
的
な
位
置
を
占
め
続
け
ま
し

た
。
三
宝
院
は
、
住
房
と
し
、
法
流
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
、
醍
醐
寺
座

主
が
兼
務
し
、
本
坊
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。 

時
の
流
れ
の
中
で
、
政
治
権
力
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
座
主
も
現
れ
、

大
き
な
力
を
持
ち
幕
政
に
深
く
関
与
し
、
将
軍
門
跡
な
ど
と
称
さ
れ
た

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
応
仁
、
文
明
の
乱
で
殿
舎
は
灰
燼
と
な
り
ま
し

た
。
三
宝
院
が
現
在
の
姿
に
復
興
し
た
の
は
第
八
十
代
義
演
座
主
の
時

で
、
秀
吉
の
浄
心
に
よ
り
寺
観
の
整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
の
興

福
寺
に
集
う
修
験
道
の
修
行
者
を
中
心
に
、
三
宝
院
門
跡
を
修
験
法
頭

と
し
、
当
山
派
修
験
道
の
法
流
を
明
確
に
位
置
付
け
た
の
も
こ
の
時
期

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
よ
り
、
醍
醐
寺
護
持
伝
承
の
為
に
大

き
な
力
と
な
り
続
け
て
い
る
。 

 

思
え
ば
、
勝
覚
座
主
が
、
灌
頂
院
を
中
心
に
三
宝
院
を
建
立
し
、
法

流
の
整
備
を
な
さ
れ
、
三
宝
院
憲
深
方
洞
泉
相
承
を
現
在
に
も
た
ら
し
、

ま
た
、
当
山
派
修
験
は
恵
印
法
流
を
伝
承
し
、
こ
の
二
つ
の
法
流
は
醍

醐
寺
不
可
欠
の
二
大
要
素
と
な
り
現
在
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
秀
吉
に
よ
り
催
さ
れ
た
「
醍
醐
の
花
見
」
は
、
今
な
お
、
語
り
継

が
れ
、
世
人
の
心
を
潤
し
、
訪
れ
る
人
は
三
宝
院
庭
園
に
心
を
和
ま
せ

る
。 

 

醍
醐
寺
千
百
三
十
九
年
の
流
れ
の
中
で
三
宝
院
の
存
在
が
そ
の
中

心
部
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
功
は
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
伝

承
さ
れ
て
い
る
文
化
財
は
、
国
宝
六
万
九
千
余
点
、
重
文
六
千
余
点
の

大
き
な
社
会
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
思
う
時
に
、
先
師
、
醍

醐
寺
に
止
宿
し
た
多
く
の
僧
侶
の
浄
行
の
結
集
で
あ
る
と
深
く
感
謝

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
浄
行
に
応
え
る
道
と
し
、
醍
醐
寺
一
山

は
一
木
一
草
、
文
化
財
で
あ
り
、
そ
の
文
化
財
は
、
生
か
さ
れ
て
こ
そ

文
化
財
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
心
に
秘
め
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し

て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

    


